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 河川敷での工作物設置を伴う不法耕作は、流水阻害になるだけでなく、洪水が起こった際には、設置され

た工作物が流され、下流の施設に損傷を与えてしまう危険があり、早期に是正を進めていく必要がある。

本件不法耕作は、ヨシ等の背の高い植生の繁茂により、目視での確認が困難な場所で行われており、低水護

岸の変状を確認する際に活用していたドローンの映像から発見された。

 本稿では、ドローンで発見された不法耕作に対して、看板の設置や聞き取り調査を行うとともに、事

務所内の関係部署と連携して簡易代執行を実施し、是正を完了させた事例を報告するとともにドローン

を活用した今後の河川管理の課題と展望を述べる。
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1．概要

藻川は、淀川水系猪名川からの分派点を上流

端とし、兵庫県伊丹市、尼崎市内を流れ、再び猪

名川に合流するまでの流路延長 4.8km の一級河

川である。藻川の流域は概ね平野部を流れ、阪神

工業地帯に密集した市街地が広がる都市河川の

様相を呈している。市街地として流域の開発が進

んでいることから、河川敷には公園として整備さ

れている箇所もあり、多くの方に利用されている。

このように市街地が多く、河川利用も盛んである

ことから、猪名川・藻川流域においては、治水対

策とともに、適正な河川利用の推進も河川を管理

していく上で重要な課題となっている。 

不法耕作は、藻川右岸 3.0k 付近の低水敷にお

いて、植栽桝 11箇所及び藤棚 2箇所を設置して、

行われていた。耕作者及び耕作が開始された時期

を確定させるため、地元自治会長に聞き取り調査

及び現地には、看板を設置する等の対応を行って

きたが、確定することができなかった。不法耕作

は、河川法第 24 条及び第 26 条第 1 項に基づく許

可を、得ることなく行われており、低水敷に工作

物を設置することは、洪水時に、流出した工作物

が下流の施設を損傷してしまう等の懸念がある

ことから、敷地管理上是正が必要なものであった。

耕作者を特定し、河川法第 75条第 1項に基づき、

除却を命ずるべきであるが、耕作者を確知するこ

とができないため、河川法第 75 条第 3 項に基づ

き、河川管理者自らが除却した。 

↑藻川上空写真 
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↑不法耕作物設置状況 
 
2．ドローン巡視 
猪名川河川事務所では、樹木繁茂等で目視での

確認が困難である箇所の河川管理施設の確認及

び不法占用等の確認を行うため、2020 年 11 月か

ら、ドローンを導入した河川巡視を実施している。

猪名川は、空港が近くドローン飛行が制限されて

いる箇所が多く、制限された箇所にてドローンを

飛行させる際は、航空局等に申請を行う必要があ

る。災害発生時に速やかに申請を行う訓練を兼ね

て、1 年に 3 回程度、ドローン巡視を行っている。 
本件不法耕作は、ドローンを飛行させて、対岸

の低水護岸の変状を確認していた際に、背の高い

植物で囲まれた場所にて、不法耕作が行われてい

る様子が撮影された。堤防天端、高水敷及び対岸

からは確認することができないように隠されて

おり、規模や工作物の現況から、長期間不法耕作

が実施されていたと思われる。    

↑ドローン写真 
 

3．不法占用の是正方法 
 不法占用への対応の基本は、行為者に是正指導

し、行為者の手によって原状に回復させることで

ある。しかし、本件については現地に行為者を特

定できる物が無かったため、まずは行為者を探索

することから着手した。始めに現地に”事情をご存

じの方は連絡を下さい”という内容の看板を設置

した。一ヶ月以上待ったが、誰からも連絡が無か

ったため、次に期限を区切って”撤去を求める警告”
看板を設置した。それでも何の反応も無かったた

め、河川法第 77 条に基づき”是正を指示”する文書

を現地に掲げた。これら現地での対応と並行して、

地元自治会長への聞き取りを行ったが、いずれも

行為者を特定するに至らなかった。 
行為者を見つけられないまま出水期を迎えて

しまうと、本件工作物が河川の流水疎通を阻害し、

又は流出した際に下流の河川管理施設等を損傷

させる恐れがあったため、6 月 15 日までに是正

を完了させることを目標として定め、そのために

河川法に基づく簡易代執行制度を使うこととし

た。 
 
4．簡易代執行の手続き 

 簡易代執行は、河川管理者が河川区域内の財
．

産価値を有する
．．．．．．．

違法物件の撤去等について監督

処分を行うにあたり、過失なく当該措置を命ず

べき相手方が確知できないときに、相当の期間

を定めて公告した上で自らが措置を行うこと等

ができる制度である。 

 本件は、規模や工作物の状態からしてある程

度過去から耕作がなされていること、耕作箇所

は重機や車両で近づくことが出来ない低水敷で

あり、相当程度の時間と手間をかけたと考えら

れることから、財産価値はあると判断した。 

 簡易代執行の実施にあたっては、相当の期限

を定めて当該措置（不法工作物の除却）を行う

べき旨、その期限までに当該措置を行わないと

きは河川管理者又はその命じた者若しくは委任

した者が当該措置を行う旨をあらかじめ公告し
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なければならない（河川法第75条第3項）。公告

文は現地、猪名川河川事務所及び園田出張所に

て掲示した。当該措置の猶予期間は、主に車両

及び船舶を対象として定められた本省事務連絡

『「所有者不明の物件に対する代執行制度」の運

用について』（平成7年11月）」に準じて30日間

とした。 

公告後、30日間が経過しても所有者等による

是正の措置が行われなかったため、令和5年4月
下旬に簡易代執行による措置を実施した。 
除却した工作物等は豊中市原田西町の原田緊

急資材置場に搬入、保管し、河川法第75条第５

項及び同施行令第39条の3第1項一号の規定に基

づき、所有者等に保管した工作物を返還するた

めの公示と保管工作物一覧簿の作成を行った。

公示文は、現地、事務所及び出張所に掲げ、一

覧簿は事務所に備え付けて閲覧に供した。 
上記公示後14日を経過してもなお当該工作物

の所有者等を知ることができなかったため、河

川法施行令第39条の3第1項二号の規定に基づ

き、公示の要旨を官報に掲載した。 
 その後、公示から6ヶ月を経過してもなお返還

できなかったため、河川法第75条第10項の規定

により、本件工作物の所有権が国に帰属した。

河川法の規定上は、売り払いすることが可能だ

が廃棄処分を行った。 

 
↑簡易代執行フロー図 

 
↑資材置き場保管状況 
 

 
↑簡易代執行実施後状況 
 
5．反省点 
 不法占用は、本来、行為者の負担で是正させる

べきであるが、行為者を確定させることができな

かったこと及び同じ箇所を同じ手段で巡視して

いたため、不法占用の発見が遅くなってしまった

ことが反省点と考えられる。 
 
6．ドローン巡視の成果 
過去に行われたドローン巡視により、護岸の変

状、護岸の沈下箇所、矢板護岸上部コンクリート

の破損を確認することができており、主に目視で

の確認が困難な箇所の変状を確認することに役

立てることができている。一方で、猪名川では月

に 2 度、余野川ダム事業地の目視巡視を実施して

おり、ドローンで法面上部の確認を代行すること

ができないか試みているが、今のところ樹木等の

障害があり、成果をあげることが出来ない状況に

ある。 
 
7．課題 
 ドローン巡視は、目視での巡視より細かく確認
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することができないため、ドローンの映像だけで

は河川管理施設に損傷が起きているかどうかの

判断をすることが困難であること。また、ドロー

ン操縦の免許があれば、遠くまで飛行させること

が可能であり、移動回数及び人員を削減すること

により、費用を抑えることができるため、免許を

持った操縦士を増やすことが課題となっている。 
 

8．今後の期待 
 ドローン操縦自体は、操縦免許を所持していな

くても飛行させることが可能であることから、免

許を所持していないドローン操縦士が大半であ

るが、免許を所持しているドローン操縦士であれ

ば、監視員を配置させる必要がなくなり、また、

広範囲の飛行も可能となるため、人員及び移動回

数を減らすことが可能となる等、ドローン巡視の

効率化が図れる。このため、河川巡視員のドロー

ン操縦士を対象としたドローン研修を設けるこ

とにより操縦免許の所持を積極的に進める事を

行うことが望ましいと考える。また、職員も研修

に参加し操縦免許を所持するドローン操縦士と

なることで、より一層の巡視の効率化が期待でき

る。 
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